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されていた。この点を詳細に研究し、 PtPd系の接点、 R-23 (N i T i 系)の巻線を用いるなど
適切な対策を構ずることにより記録速度の向上に成功している。
つぎに、工業用記録計においてスライド抵抗方式ではその摩耗、接触不良が信頼度を高める際の障
害となっている点に着目し、抵抗線歪ゲージをスライド抵抗に代る負帰還要素子として用いる無摺動
方式による記録計の基礎的研究を行ない、この方式による高信頼度の記録計の試作に成功している。
さらに、記録計のサーボ機構中のトルク伝達に歯車方式に代るものとして摩擦伝達方式を採用し、
紙送り速度変速機構ヘスプリングクラッチを応用するなど機械的部分の簡単化と低価格化をも行って
しミる。
以上の研究結果はこの方面に関する工学および工業上の進歩に寄与するところが多く、博士論文と
して価値あるものと認める。
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